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第69厨カンヌ国際映画祭

監督賞受賞



カンヌ映画祭で3度の受賞に輝くムンジウ監督の最新作!

クリスティアン・ムンジウli、監管・脚本を手がけた f4ヶ月、3週四日jでチャウシェスク独裁政権末期、妊娠したルーム

メイトの違法な中絶を助けようとする主人公の1日を描き、その衝撃的で緊張感にi椅ちた映像で、第60回カンヌ映画祭

(2007) において、ルーマニアに初となる最高賞パルムドールをもたらした。世界中にその名が知られるようになり次の

作品が期待されるなか、修道院で起きた実話をもとに信仰と愛のはざまで引き裂かれる悲劇jを描いたf汚れなき祈りj

で、第65回カンヌ映画祭(2012) にて女優賞&脚本質をW受賞する。名実ともにヨーロッパを代表

する監督となったムンジウは、ノザウットとからも声がかかるがこれまで同様リアリティに重きをおき、卒業試験

に娘を合格させるため、あらゆるコオ、を使い違法な口利きlこ裏工作と駆けずり回る親の姿を描いた本作

『エリザのためにj で、第69図カンヌ映画祭 (2016) にて見事監督貨を受賞する。徹底したリアリズム

と綴密な脚本、秩序ある構成は、ムンジウの映画を他とは一線を画す存在へと引き上げている。

医師ロメオには、イギリス留学を控える娘エリザがし、る。彼には愛人がおり、家庭は決してうまくL、っているとは言えない。

ある朝、ロメオは車で、娘を学校へ送っていくが、校内に入る手前で、降し、彼女は徒歩で、登校することに。 しかし白昼人

通りもあるなかで、エリザは暴漢に襲われてしまう。大事には至らなかったが、娘の動揺は大きく、留学を決める翌日の

卒業試験に影響を及ぼしそうだ。これまで優秀な成績を収めてきたエリザは、何もなければ合格点を取り、ケンブリッジ

大学で奨学生になれるはずだった。ロメオ1::1.娘の留学をかなえるべ‘〈、普察署長、副市長、試験官と

ツテとコネを駆使し、ある条件と交換に試験に合格させてくれるよう奔走する。 しかしそれは決して正しい
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